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に
創
業
し
た
あ
め
製
造
業
。
１
９
８
４
年
11

月
に
㈱
ド
ン
レ
ミ
ー
と
し
て
会
社
を
設
立
後
、

洋
生
菓
子
の
製
造
・
販
売
を
開
始
し
、
チ
ル

ド
デ
ザ
ー
ト
や
冷
凍
デ
ザ
ー
ト
を
中
心
に
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
向
け
に
販
売
し
て

き
た
。

２
０
１
７
年
以
降
は
海
外
展
開
に
も
乗
り

出
し
、
冷
凍
デ
ザ
ー
ト
を
中
心
に
米
国
や
東

南
ア
ジ
ア
な
ど
に
出
荷
し
て
い
る
。

　
主
力
商
品
は
「
し
あ
わ
せ
バ
ナ
ナ
ク
レ
ー

プ
」「
し
あ
わ
せ
ス
フ
レ
ロ
ー
ル
」、
カ
ッ
プ

ケ
ー
キ
の
「
プ
リ
ン
ア
ラ
モ
ー
ド
」
な
ど
ク

レ
ー
プ
や
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
、
タ
ル
ト
、
チ
ー

手
作
り
感
と

フ
ル
ー
ツ
を
使
用
し
た
季
節
感

彩
り
豊
か
な
生
菓
子
が
主
力

　
ド
ン
レ
ミ
ー
の
ル
ー
ツ
は
東
京
都
足
立
区

ズ
ケ
ー
キ
、
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
。
手
作
り
感
や

季
節
感
に
こ
だ
わ
り
、
フ
ル
ー
ツ
で
彩
り
を

添
え
た
商
品
が
多
い
の
が
特
徴
だ
。

　

生
産
拠
点
は
、
基
幹
工
場
の
榛
名
工
場

（
群
馬
県
）、
西
日
本
向
け
生
産
拠
点
の
岡
山

工
場
（
岡
山
県
）、
24
年
５
月
竣し
ゅ
ん

工こ
う
の
高
崎
工

場
（
群
馬
県
）
の
計
３
工
場
で
あ
る
。
榛
名

工
場
と
岡
山
工
場
で
は
19
年
に
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
２

２
０
０
０
を
認
証
取
得
、
高
崎
工
場
に
は
海

外
輸
出
や
冷
凍
ケ
ー
キ
の
販
路
拡
大
を
視
野

に
入
れ
、
冷
凍
設
備
や
コ
ン
テ
ナ
出
荷
用
バ

ー
ス
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
24
年
度
内
で
の

Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
２
２
０
０
０
の
認
証
取
得
を
目
指

し
て
い
る
。

2024年 5月に完成したドンレミー 高崎工場の全景

会社概要

会 社 設 立：1984年
本社所在地：東京都足立区梅田 6-12-11

北千住オフィス（本社機能）所在地：東京都足立区千住 3-40-7

事 業 内 容： 洋生菓子の製造・販売業
生 産 拠 点： 高崎工場（群馬県高崎市）、榛名工場（同）、岡山

工場（岡山県岡山市）

洋
生
菓
子
を
製
造・
販
売
す
る
㈱
ド
ン
レ
ミ
ー
は
、㈱
ロ
ー
ゼ
ッ
ク
の
食
品
製
造
業

向
け
生
産
販
売
統
合
シ
ス
テ
ム「CraftLine

（
以
下
、ク
ラ
フ
ト
ラ
イ
ン
）」を
群
馬

県
と
岡
山
県
の
計
３
工
場
に
導
入
し
、旧
シ
ス
テ
ム
か
ら
新
シ
ス
テ
ム
に
ス
ム
ー

ズ
に
移
行
。複
数
の
デ
ジ
タ
ル
シ
ス
テ
ム
と
も
連
携
し
、受
注
か
ら
生
産
計
画
、ピ
ッ

キ
ン
グ
、請
求
業
務
ま
で
の
情
報
の
一
元
化
に
向
け
た
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
。

㈱
ド
ン
レ
ミ
ー

複
数
の
デ
ジ
タ
ル
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し
た

ク
ラ
フ
ト
ラ
イ
ン
導
入
で

日
配
品
の
洋
生
菓
子
製
造・販
売
の
た
め
の

複
雑
な
情
報
を
一
元
化

ドンレミーの主力商品の一部。左上から「しあわせバナナクレープ」
「しあわせスフレロール」「しあわせミルクレープ」「プリンアラモード」
「ごちそう果実 メロンショートケーキ」

ドンレミーの主力商品の一部。左上から「しあわせバナナクレープ」

業務改善 2025

高崎工場 工場長
遠藤 雅樹 氏
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め
ま
し
た
。
新
た
に
高
崎
工
場
が
整
備
さ
れ

る
こ
と
も
見
据
え
、
生
産
管
理
も
含
め
た
全

面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

シ
ス
テ
ム
全
体
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
可
能
な

業
者
を
探
し
ま
し
た
」（
高
崎
工
場
工
場
長

遠
藤
雅
樹
氏
、
以
下
同
）

小
回
り
が
利
き

日
配
品
に
対
応
で
き
る

ク
ラ
フ
ト
ラ
イ
ン
に
決
定

　
同
月
内
に
は
早
速
、
遠
藤
工
場
長
が
新
シ

ス
テ
ム
へ
の
リ
プ
レ
ー
ス
に
向
け
て
動
き
出

し
た
。
シ
ス
テ
ム
会
社
の
選
定
条
件
は
「
３

６
５
日
対
応
で
き
る
こ
と
」「
日
配
品
に
対
応

で
き
る
こ
と
」
だ
。
数
社
の
シ
ス
テ
ム
を
検

討
し
た
中
で
、
小
回
り
が
利
き
そ
う
で
、
日

配
品
で
の
実
績
が
あ
っ
た
ク
ラ
フ
ト
ラ
イ
ン

に
注
目
し
た
。

　
「
ロ
ー
ゼ
ッ
ク
さ
ん
が
、
現
場
が
困
っ
て
い

る
こ
と
を
理
解
し
よ
う
と
真
剣
に
話
を
聞
い

て
具
体
案
を
示
し
て
く
れ
た
こ
と
、
シ
ス
テ

ム
の
導
入
コ
ス
ト
が
安
か
っ
た
こ
と
も
決
断

の
後
押
し
に
な
り
ま
し
た
」

　
ロ
ー
ゼ
ッ
ク
の
ク
ラ
フ
ト
ラ
イ
ン
は
、
生

産
管
理
や
販
売
管
理
、在
庫
管
理
、受
発
注
管

理
、ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
、原
価
計

算
な
ど
、
食
品
製
造
に
必
要
な
各
種
機
能
を

備
え
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
。会
計
、人
事

給
与
を
除
い
た
全
業
務
を
横
断
的
・
統
合
的
に

管
理
で
き
る
が
、事
業
規
模
や
業
態
、工
場
の

管
理
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
段
階
的
に
機
能
を

の
結
果
、
手
作
業
に
よ
る
書
類
作
成
が
発
生

し
て
い
た
。受
注
情
報
は
生
産
計
画
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
た
め
、
日
々
の
製
造
自
体

に
も
作
用
を
及
ぼ
す
懸
念
が
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
生
産
計
画
は
従
来
か
ら
エ
ク
セ

ル
で
作
成
し
て
い
た
た
め
、
担
当
者
に
よ
っ

て
マ
ク
ロ
機
能
が
複
雑
に
組
み
込
ま
れ
て
属

人
化
に
陥
り
、
加
え
て
製
品
ピ
ッ
キ
ン
グ
の

現
場
で
は
受
発
注
シ
ス
テ
ム
か
ら
出
力
し
た

紙
を
見
な
が
ら
の
作
業
で
、
外
国
人
労
働
者

が
多
い
こ
と
も
重
な
り
、
出
荷
ミ
ス
を
発
生

さ
せ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
22
年
４
月
、
日

曜
日
に
受
発
注
シ
ス
テ
ム
の
エ
ラ
ー
が
発
生
。

シ
ス
テ
ム
開
発
会
社
が
休
日
だ
っ
た
た
め
復

旧
作
業
を
依
頼
で
き
ず
、
納
品
先
に
迷
惑
を

か
け
る
事
態
と
な
っ
た
と
い
う
。

　
「
こ
れ
を
機
に
、
新
シ
ス
テ
ム
の
検
討
を
始

受
注
か
ら
生
産

ピ
ッ
キ
ン
グ
工
程
ま
で
課
題
が
山
積
み

　
こ
れ
ま
で
全
社
の
受
注
や
生
産
の
管
理
業

務
を
担
っ
て
き
た
榛
名
工
場
で
は
、
長
年
使

用
し
て
い
た
受
発
注
シ
ス
テ
ム
が
老
朽
化
。

企
業
間
に
お
け
る
受
発
注
な
ど
の
商
取
引
デ

ー
タ
を
、通
信
回
線
を
通
じ
て
や
り
と
り
す
る

Ｅ
Ｄ
Ｉ（Electronic D

ata Interchange

：

電
子
デ
ー
タ
交
換
）
シ
ス
テ
ム
の
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
も
必
要
に
な
っ
て
い
た
。
も
は
や

シ
ス
テ
ム
改
修
も
難
し
く
、
エ
ラ
ー
発
生
時

に
は
シ
ス
テ
ム
開
発
会
社
に
頼
る
し
か
な
か

っ
た
。

　
ま
た
受
注
請
書
や
納
品
書
、
請
求
書
な
ど

を
含
め
、
納
品
先
ご
と
に
異
な
る
要
求
（
デ

ー
タ
形
式
、
記
入
項
目
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
な

ど
）
に
対
し
て
も
柔
軟
に
対
応
で
き
ず
、
そ

拡
張
で
き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
た
め
、

比
較
的
Ｉ
Ｔ
化
が
遅
れ
て
い
る
中
小
規
模
の

食
品
工
場
で
も
広
く
導
入
が
進
ん
で
い
る
。

　
食
品
製
造
の
核
で
あ
る
レ
シ
ピ
や
在
庫
、

オ
ー
ダ
ー
、
コ
ス
ト
（
製
品
売
価
、
仕
入
れ

単
価
、
工
賃
、
水
道
光
熱
費
、
設
備
費
な
ど
）

が
ひ
も
付
い
て
い
る
た
め
、
同
じ
情
報
を
何

度
も
入
力
す
る
必
要
が
な
く
な
る
。
そ
の
結

果
、
日
常
業
務
で
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
い

る
と
、
派
生
的
に
原
価
計
算
や
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
が
実
現
す
る
。

　
さ
ら
に
、
ク
ラ
フ
ト
ラ
イ
ン
に
は
導
入
企

業
が
広
が
る
た
び
に
改
善
・
進
化
す
る
仕
組

み
が
あ
る
。
ユ
ー
ザ
ー
各
社
の
要
求
に
応
じ

て
新
た
に
開
発
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
標
準

機
能
と
し
て
追
加
さ
れ
、
ソ
フ
ト
が
バ
ー
ジ

ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。
保
守
契
約
を
結
ん

で
い
る
ユ
ー
ザ
ー
に
は
無
償
で
こ
う
し
た
新

機
能
が
提
供
さ
れ
る
。

一
斉
切
り
替
え
に
向
け

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
行

　
同
年
10
月
、
遠
藤
工
場
長
は
各
部
門
か
ら

５
人
ほ
ど
の
メ
ン
バ
ー
を
集
め
、
ク
ラ
フ
ト

ラ
イ
ン
導
入
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結

成
し
た
。
チ
ー
ム
は
ま
ず
生
産
業
務
の
分
析

を
行
い
、
計
画
・
製
造
・
在
庫
の
特
性
を
整

理
し
た
。
23
年
夏
か
ら
は
マ
ス
タ
ー
デ
ー
タ

の
整
備
を
始
め
、
同
年
11
月
に
完
了
。
一
方
、

旧
シ
ス
テ
ム
は
契
約
終
了
を
24
年
９
月
末
に

定
め
、
同
月
初
め
に
一
斉
切
り
替
え
す
る
こ

プロジェクトチームの皆さ
ん。左上から、生産管理課
課長 柳久美氏、榛名工場
製造部仕上ライン長 井比
優子氏、榛名工場生産管
理課係長 友野祐介氏、高
崎工場生産管理課リーダ
ー 丹羽菜々美氏、榛名工
場生産管理課 牧野光佑氏

業務改善 2025
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と
を
目
標
に
準
備
を
進
め
た
。
予
定
通
り
、

同
年
10
月
、
旧
シ
ス
テ
ム
を
停
止
し
、
ク
ラ

フ
ト
ラ
イ
ン
へ
の
切
り
替
え
が
完
了
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
徴
の
一
つ
は
、旧

シ
ス
テ
ム
と
ク
ラ
フ
ト
ラ
イ
ン
を
並
行
運
用

す
る
こ
と
な
く
一
斉
切
り
替
え
し
た
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
に
は
ロ
ー
ゼ
ッ
ク
の
パ
ー
ト
ナ

ー
企
業
で
あ
る
富
士
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
㈱
の
支

援
を
受
け
て
実
現
し
た
と
い
う
。

　
ま
た
、
複
数
の
シ
ス
テ
ム
や
ソ
フ
ト
を
ク

ラ
フ
ト
ラ
イ
ン
と
連
携
さ
せ
た
統
合
シ
ス
テ

ム
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
だ
。
ま
ず
、23

年
11
月
に
は
、
㈱
イ
シ
ダ
の
デ
ジ
タ
ル
ピ
ッ

キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
「
さ
い
ま
る
カ
ー
ト
」
を

導
入
し
、
ク
ラ
フ
ト
ラ
イ
ン
の
受
注
・
出
荷

情
報
と
連
携
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
後
、
一
斉

切
り
替
え
と
同
時
に
Ｅ
Ｄ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
を
最

新
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
切
り
替
え
、
ク
ラ
ウ
ド
型

電
子
請
求
書
発
行
シ
ス
テ
ム
と
連
携
さ
せ
、

得
意
先
ご
と
に
異
な
る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
の

請
求
デ
ー
タ
出
力
を
実
現
し
た
。

　
目
標
期
限
に
向
け
て
計
画
的
に
進
め
た
こ

と
で
、
複
数
の
シ
ス
テ
ム
を
連
携
さ
せ
た
統

合
シ
ス
テ
ム
が
実
質
18
カ
月
間
（
23
年
４
月

〜
24
年
10
月
）
と
い
う
、
比
較
的
短
期
間
で

完
成
し
た
。

　
「
弊
社
の
行
動
指
針
の
一
つ
に
『
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
取
り
組
む
』
が
あ
り
、
そ
れ
は

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ロ
ー
ゼ
ッ
ク
さ
ん
に
も
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

1 2023年 11月に導入された㈱イシダのデジタルピッキングシステム「さいまるカ
ート」／ 2 クラフトラインを操作するスタッフ

1

2

EDI

受注処理 個別処理
出荷処理

生産計画

Google
スプレッド

請求処理
個別処理

クラウド型電子請求書
発行システム

クラウド型電子請求書
発行システム

購買管理

生産管理

直近実績・在庫・曜日係数

新規導入・特売

基幹システム
エクセル系
外部システム

経年使用によりバージョンアップの期限が迫っていた
改修不可

手
手

･･･ 手作業
手

生産管理エクセル
手

手

手

直近実績・在庫・
曜日係数

新規導入・
特売

受注処理 個別処理

出荷処理

生産計画

請求処理

個別処理

購買管理

生産管理

さいまるカート

今回稼働

外部システム（継続）
外部システム(入れ替え／新規導入)

次期稼働

EDI

旧システムフロー

新システムフロー

㈱ドンレミー新旧システムフロー図図 1
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て
対
応
い
た
だ
き
、
そ
の
お
か
げ
で
短
期
間

で
の
構
築
が
実
現
で
き
た
と
思
い
ま
す
」

情
報
の
一
元
化
で
属
人
化
を
解
消

生
産
計
画
も
全
体
最
適
化

25
年
１
月
現
在
は
、
ク
ラ
フ
ト
ラ
イ
ン
に

よ
る
統
合
シ
ス
テ
ム
の
下
で
受
注
業
務
や
請

求
業
務
が
行
わ
れ
て
い
る
。
受
注
時
の
得
意

先
個
別
の
帳
票
出
力
は
、
従
来
の
受
発
注
シ

ス
テ
ム
上
で
得
意
先
ご
と
に
個
別
に
手
が
加

え
ら
れ
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
し
て
い
た
が
、

そ
れ
ら
を
解
析
し
た
上
で
ク
ラ
フ
ト
ラ
イ
ン

情
報
は
生
産
計
画
に
も
効
果
的
に
生
か
さ
れ
、

日
々
の
製
造
活
動
に
も
寄
与
し
て
い
る
。
生

産
管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
生
産
計
画

に
必
要
な
❶
品
目
別
の
新
規
販
売
情
報
❷

特
売
情
報
❸
在
庫
情
報
❹
受
注
情
報
│

が
一
元
的
に
扱
え
る
よ
う
に
な
り
、
24
年
11

月
に
ク
ラ
フ
ト
ラ
イ
ン
上
で
仮
稼
働
を
開
始

し
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
生
産
計
画
は
エ
ク
セ
ル
で
作
成

し
、
必
要
に
応
じ
て
変
更
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
部
を
修
正
す
る
だ
け
で
は
最
適

で
は
な
く
、
全
体
を
最
適
に
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

経
営
判
断
に
つ
な
が
る

原
価
計
画
も
視
野
に

　
今
回
の
ク
ラ
フ
ト
ラ
イ
ン
導
入
は
、
海
外

輸
出
を
含
め
た
さ
ら
な
る
事
業
成
長
へ
の
足

掛
か
り
に
つ
な
が
り
、
加
え
て
市
場
の
変
化

に
対
し
て
商
品
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
ニ
ー
ズ

が
増
え
て
き
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
受
注
か
ら

生
産
、出
荷
ま
で
が
一
元
化
さ
れ
、経
営
上
の

メ
リ
ッ
ト
に
も
つ
な
が
る
結
果
と
な
っ
た
と

言
え
る
。同
社
で
は
、将
来
的
に
は
原
価
計
算

を
基
に
し
て
、
適
切
な
原
価
計
画
を
立
て
る

こ
と
ま
で
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　
「
今
後
、
市
場
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

基
盤
整
備
を
確
立
で
き
ま
す
。
今
、
そ
の
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
て
た
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
原
価
計
算
は
経
営
判
断
に
つ
な
が
り
ま

す
。
私
た
ち
工
場
は
、
そ
の
レ
ベ
ル
ま
で
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
そ
し
て
、
遠
藤
工
場
長
が
最
終
的
に
目
指

す
も
の
は
、
さ
ら
に
そ
の
先
に
あ
る
。

　
「
私
が
最
終
的
に
目
指
し
て
い
る
の
は
、
ド

ン
レ
ミ
ー
が
働
く
人
に
選
ば
れ
る
会
社
に
な

る
こ
と
で
す
。
会
社
と
し
て
の
考
え
方
や
目

標
を
、
従
業
員
た
ち
が
仲
間
と
し
て
共
有
し

て
自
慢
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。
今

回
の
シ
ス
テ
ム
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
そ
の

一
つ
で
す
」

在庫管理や製造計画、製造日報、
原価計算などをエクセルで管理
している会社さまは多いのです
が、業務属人化の原因となって
います。コア業務からエクセル
を排除することが業務改革の第
一歩です。自社の仕事の流れを
フロー図で可視化し、業務の結
節点でエクセルを使用していな
いか、確認してみることをお勧め
します。

コア業務から
エクセルを排除

From ソフトメーカー

これまでは得意先ごとの細かい要望に応えるため複数のエクセルシートを使って作成していたが、一元管理できるようにな
り、省力化・脱属人化が進んだ

㈱ローゼック
技術責任者

内木場 隆宜 氏

出荷作業用の画面例図 2

上
で
の
一
括
処
理
を
可
能
に
し

た
。
ま
た
、
請
求
の
締
め
の
処

理
も
エ
ク
セ
ル
に
デ
ー
タ
を
落

と
し
て
加
工
し
て
い
た
た
め
属

人
化
し
て
い
た
が
、
ロ
ー
ゼ
ッ

ク
の
協
力
の
下
で
情
報
が
整
理

さ
れ
、
受
注
と
請
求
に
関
わ
る

帳
票
は
、
ク
ラ
フ
ト
ラ
イ
ン
を

ベ
ー
ス
に
得
意
先
ご
と
に
存
在

す
る
固
有
の
条
件
に
も
適
応
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
こ
れ
ま
で
受
注
業
務
に
当

た
っ
て
は
、
例
え
ば
受
注
の
予

測
の
数
字
を
割
り
出
す
た
め
に

紙
や
デ
ー
タ
に
散
在
し
て
い
る

情
報
を
集
め
て
判
断
し
て
い
た

た
め
、
そ
の
日
の
担
当
者
に
よ

っ
て
ブ
レ
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

必
要
な
情
報
が
ク
ラ
フ
ト
ラ
イ

ン
上
で
一
覧
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
で
、
今
後
は
属
人
化

の
解
消
、
業
務
品
質
の
安
定
化
、

生
産
性
の
向
上
な
ど
が
見
込
め

ま
す
」

　
そ
し
て
、
整
理
さ
れ
た
受
注

業務改善 2025


